
第１２回日本「性とこころ」関連問題学会学術研究大会 タイムテーブル 7/8㈯ 
テーマ：子どもの生とセクシュアリティ～大人は現代の子どもたちの性とどう向き合うのか 

 メイン会場：富士の間 ABC（３F） 一般演題会場：カシオペア（３F） 

8：00 ８：００～受付開始   ※8:30～8:50理事会（３F白鶴） 

 

13：00 

8：55 開会式（理事長挨拶） 

9：00 大会長講演（９：００～９：５５） 
「小児性愛という病―それは、愛ではない」 

講師： 斉藤 章佳 （大船榎本クリニック 精神保健福祉部長） 

座長： 五十嵐 愛子 （東京純心大学 非常勤講師） 9：55 

  10：00 現代のトピックス（１０：００～１０：５５） 
「子どもたちとともに学ぶ『射精道』」 

講師： 今井 伸 （聖隷浜松病院 リプロダクションセンター長・総合性治療科部長） 

座長： 伊藤 桂子 （東邦大学 教授） 10：55 

  11：00 教育講演（１１：００～１２：００） 
「《性》なる家族―なぜ性虐待は隠蔽されるのか」 

講師： 信田 さよ子 （原宿カウンセリングセンター 顧問） 

座長： 安田 美彌子 （当学会理事） 12：00 

 総会（１２：００～１２：3０） 

  
13：00 メインシンポジウム（１３：００～１５：２０） 

「子どもの生とセクシュアリティ～それぞれの現場から見える世界」 
 
シンポジスト：① 山口 修平 （一宮学園 福施設長） 

「児童福祉施設における生と性の取り組み」 

② 櫻井 裕子 （さくらい助産院 助産師） 
「子どもの生とセクシュアリティ」 

③ 今西 洋介 （大阪大学大学院 特任研究員） 
「小児医療と公衆衛生学からみた本邦の小児性被害の課題」 

④ 高橋 幸子 （埼玉医科大学 助教） 
「子どもの生とセクシュアリティ～それぞれの現場から見える世界」 

座長： 齋藤 益子 （関西国際大学 教授） 

斉藤 章佳 （大船榎本クリニック 精神保健福祉部長） 

一般演題①：３題（１３：００～１４：００） 

⑴千頭智子（榎本クリニック） 

⑵丸山洋子（名古屋市中央児童相談所） 

⑶上田邦枝（昭和大学） 

座長：田村勝弘（川越少年刑務所） 

 

15：20 

一般演題②：３題（１４：１０～１５：１０） 

⑴中嶋秀明（東邦大学） 

⑵渡邉幸恵（東邦大学大学院） 

⑶豊吉泰典（日本医療科学大学） 

座長：刀根洋子（当学会理事） 

15：10 

 
 15：30 基調講演（１５：３０～１６：３０） 
「子どもの生とトラウマインフォームドケア 

〜子どもの権利とウェルビーイングの視点から」 

講師： 小澤 いぶき （認定 NPO法人 PIECES 代表理事・ 
こども家庭庁政策アドバイザー） 

座長： 斉藤 章佳 （大船榎本クリニック 精神保健福祉部長） 16：30 

   16：40 公開講座（１６：４０～１７：５０） 
「知識とともに態度のモデルを～子どもに話す生と性」 

講師： 小島 慶子 （タレント／エッセイスト） 

座長： 榎本 稔 （榎本クリニック 理事長） 

 

17：50 

   
 18：00 

20：00 

懇親会 ※富士の間Ｄ（3F） 

（１８：００～２０：００） 

 


